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1.材 料 の 機 械 的 性 質 と の 関 係
高分子材料 や高分子被 覆材料 の耐 キ ャビテー シ
ョン壊 食性 に関す る初期 の研:究は,1958年か ら
1961年にかけてLichtmanらによ ってUSNaval
AppliedScienceLaboratoryで行 な わ れ た1甜31,
表1は 彼 らが回転円板法 で実験 を行 な った金属材
料,高 分子材料,被 覆材 料の耐壊食牲 の序列 を示
している.ナ イ ロン,ボ リシ リケー トガ ラス,ネ
オ プ レンはステ ライ ト6B程 度,塩 化 ビニールは
53dC炭 素鋼程度,ス チ レン アー ク リルニ ト1」ル






















































高 密度 ポ ロシ リケー トガラス 、1オ
ロシ リケー トガラ ス、Ni-Cr合金(溶
射 、 肉盛 り)、 液体 ネオ プ レ ン、
ポ リウ レタ ン(鋳 造)、 ネ オプ レ
ン(圧 着)
A1・チ タ ニア溶射 材
Al一アル ミナ溶射 材 、
青銅 一Ni溶射材 、
不溶 融 ポ リサ ル フ ァイ ド(コ ー キ
ング型)、 ポ リサル フ ァイ ド(溶
射材)、 ポ リシ ロ クサ ン(室 温硬
化)、 エポ キ シエ ナ メル、 エポ キ
シ(ペ ース ト)、テ フ ロン シー ト、
ナ イ ロン(フ ッ化 処理 材)、 シ リ
ケ ー ト、 高密 度亜鉛
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くなってお り,ネ オプ レン4
は伸びを大 き くした材料であ
る,MDPRは引張強さで整理




産業 の効率化を 目指 して開発





を選 び,こ れ らの材料の耐壊
食性を系統的に検討 した,材
料の破 断伸びで整理 す ると,
破 断伸びが広範囲に変化 して
も壊食抵抗はあまり変わ らな
い,逆 に破断伸びが同 じで も




























































































シ ョ ア 硬 さ
図2シ ョア硬さと5時間後の体積減少量との関係
とPTFEの結果を除けば,体 積減少量はシ'ヨア硬












試 験 時 間,min
250
(PF1:フェ ノー ル樹 脂(パ ル プ),PF22:同(アス ベ ス ト),
PF3:同(セ ロ シ ン),PVC:硬質 塩 化 ビニ ー ル樹 脂BP.エ
ポ キ シ樹 脂,PC:ポ リカ ー ポネ ー ト樹 脂,PTFE:四 ふ っ化
エ チ レ ン樹 脂,PE:ポ リエ チ レ ン,PAC:ポ リ ァセ タ ー ル)
図3種 々 の高 分 子 材 料 の体 積 減少 量 曲 線












耐壊食性は軟らかい天然ゴムが最 も悪 く,キ ャビ

























2.音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 考 慮 した












































































図4延 性,中 間,脆 性破壊を示す高分子グループ1,
1,皿の 体積減少量の範囲
(1)











の密度,縦 弾性係数,音 響イ ンピーダンス,熱 伝































































































































スは水よ りも小 さく,軟質材料のポリア ミド6・6
が最 も小 さい.ま た,熱 伝導率が小 さい材料を使
用するとキ ャビテーション気泡崩壊圧 による熱が
内部に蓄積 して温度上昇 し,融点近 くになると強































図61ノ[1ノ(ρ1Cl)+1ノ{ρ2C2>】と最 大 衝 撃 力
と の関 係
の上に瞬間接着剤で試験片を貼付 して,磁 歪振動










性 係 数 を 用 い て 誹 算 し た1ノ[1!(ρ1Cl)+
11(pzca)]と最大衝撃力 との関係は1本 の直線
で表示することができ,高分子材料の表面に生 じ







































材料 の音 響 イン ピー ダンス 砺O㍗N・s/m3
図7材 料 の音 響 イ ン ピ ー ダ ンス と衝 撃 エ ネ ル ギ ー
との 関 係
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σB2/2Eと単 位 体 積 壊 食 す る の に 要 す る エ ネ ル
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って き裂が発生,進展 して粒子の脱落が生 じる過
程が観察 される.図(b)はPA66の壊食面で,表
面には繊維状にむ しりとられたような延性的な破






















































































結果は金属材料 と異 なり,繰返 し数が106～107
回でも水平 とならず徐々に低下 しているが,各 材
料の107時間強度を%と して求めた,疲 労強度
%を 用いて疲労破壊に要するひずみエネルギー
相当量 σ躍212Eを算出し,図9に 示 した定常期に
単位体積壊食させるのに要する衝撃エネルギーを





・4,お わ り に
高分子材料の耐壊食性を評価ずる場合には,材
10B料 の強度特性とともに,材料の音響インピーダン
スが大き く影響する.ま た,キ ャビテーション気
泡の崩壊が激 しい場合には材料内部の温度が上昇
一79一
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本機 は,従 来型のプリンタと同様の紙送 りシステム
により,「1枚ずつ」用紙を送 り込む機能を備えている.





メーカーを問わず,大 多数の印刷可能CDに 対応 し,
'市販 されてい る大半 のグラフィック ・ソフ トウェア
(CorelDraw,Phatoshop,Illustrator,Xpress向けに販
売されているマスク)と互換性がある.ま た,ド ライバ




パ ラ レル 潔 一 ト:PC接 続
シ リァ ル ポ ー ト:Mac接 続




パ ラ レル ポ ー ト:PC接 続
速 度:4頁/分(モ ノ ク ロ),3頁/分(カ ラ ー)
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所 在 地:1〆7,rueHenrideFrance95870BEZDNS
FRANCE
TEL:(33-1)34-34-37-77
FAX:(33-1)34-34-37-70
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